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終
に
臨
み
図
富
先
生
及
和
逢
石
川
雨
氏
が
御
指
導
並
び
に
御
援
助
下
、
た
さ
れ
し
乙
と
を
深
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

附
記

「
佐
藤
兵
の
此
研
究
は
地
震
串
上
頗
る
重
要
な
も
の
で
此
論
文
中
に
捜
入
さ
れ
て
あ
る
闘
表
か
ら
も
頗
る
多
〈
の
重
要
な
問
題
の
解
決
が
暗
示
さ

れ
て
居
ま
ナ
。
例
へ
ば
司

F
の
愛
拐
し
た
距
離
が
約
一
高
粁
(
地
球
周
の
示
約
四
分
の
ご
位
の
所
へ
集
合
ぜ
る
一
事
な
ど
も
其
れ
で
す
。
今

後

近

地

地

震

に

就

て

も

此

の

程

の

研

究

が

盛

ん

な

ら

ん

事

を

希

製

ナ

る

次

第

で

あ

り

ま

ナ

。

(

図

官

記

)

東
京
湾
及
び
其
の
附
近
の
地
震
に
つ

て
石 J

)1( 

r::::t 
I可

見

一
昨
年
九
月
一
日
の
相
模
大
地
震
以
後
、
相
模
湾
若
〈
は
其
の
附
近
に
頒
殺
せ
し
、
そ
れ
の
余
震
は
昨
年
八
月
頃
を
一

固
と
し
て
、

誘
後

3
れ
し
が
如
き
関
係
を
有
す
る
房
総
附
近
又
は
北
部
関
東
附
近
の
活
動
の
徐
勢
は
最
近
に
至

b
て
も
更
に
勢
を
減
ず

る
事
な
く
脚
b
℃
頭
し

3
大
小
の
地
震
を
殺
現
し
つ

L
あ
A
Y

，
日
疋
れ
徐
震
な
る
や
哉
や
は
論
外
ご
し
て
共
震
央
の
分
布
に

一
先
ず
其
勢
力
を
甚
し
く
衰
微
せ
し
が
如

3
放
態
と
な

b
し
が
之
れ
に
反
し
て
相
模
大
地
震
の
翌
日
を
以
℃

関
し
て
は
、
す
で
に
諸
先
生
及
び
諸
先
輩
に
於
か
れ
て
其
の
御
調
査
の
結
果
の
後
表
も
あ
b
著
者
も
叉
及
ず
乍
ら
も
是
の

分
布
等
に
閲
し
て
多
少
の
調
査
事
項
あ
ら
'
、
そ
れ
ら
の
結
果
は
更
に
他
白
に
迷
ぺ
て
御
高
数
を
仰
が
ん
と
欲
す
。
此
の
北

部
関
東
地
震
の
内
、
割
合
に
東
京
に
近
、
き
東
京
海
の
協
同
形
の
長
軸
を
延
長
せ
る
が
如

3
地
域
の
鬼
怒
川
疏
域
、
霞
グ
浦
附

近
に
於
て
は
相
模
大
地
震
以
前
に
於
て
も
屡
々
強
震
を
殺
生
せ

b
o



是
等
の
内
、
.
東
京
に
て
顕
著
に
戚
貸
の
有
b
し
も
の
に
閥

L
て
各
測
候
所
か
ら
の
御
好
意
に
よ

b
拝
借
又
は
記
象
潟
異

の
御
窓
奥
に
よ
り
て
調
ぺ
た
る
事
柄
に
つ
込
己
記
し
以
て
充
分
の
御
一
不
数
を
仰
が
ん
ご
す
。
調
ぺ
得
た
る
も
の
は
左
の
地
震

に
し
て
、
誌
に
臼
疋
等
貴
重
の
材
料
の
御
惑
輿
を
辱
せ
し
諸
測
候
所
各
位
に
謝
す
。

大
正
十
三
年
十
二
月
廿
九
日
廿
一
時
四
十
四
分
頃
の
地
震

大
正
十
四
年
一
月
九
日
五
時
五
十
二
分
頃
、
同
日
十
六
時

O
一
分
頃
、
同
日
十
三
時
三
十
五
分
頃

周
年
一
月
三
日
五
時
五
十
八
分
頃

同
年
一
月
十
一
日
十
九
時
四
十
七
分
頃

同

一
月
十
九
日
十
九
時
十
入
分
頃

一
月
廿
四
日
十
七
時
二
十
七
分
頃

二
月
十
四
日
九
時
頃

同同

先
ず
是
等
の
地
震
の
震
央
に
掬
し
て
調
ぺ
ん
に
初
期
微
動
即
ち
縦
波
と
横
波
と
の
速
度
の
差
と
考
へ
て
而
し
て
震
源
か
ら

近
い
所
に
於
℃
は
'
』
れ
等
の
波
の
通
過
す
る
物
質
が
一
様
な
る
も
の
と
見
倣
さ
ん
、
蓋
し
此
般
設
に
よ

b
て
生
ず
る
設
品
訟

は
震
源
か
ら
の
距
離
が
極
め
て
近
い
こ
と
に
よ
b
℃
比
較
的
小
な
る
も
の
に
し
℃
殆
ん
ど
省
略
し
得
ん
、
更
に
震
源
ー
と
互

に
相
封
す
る
こ
つ
の
観
測
所
設
て
が
等
し
い
距
離
に
あ
る
な
ら
ば
前
の
般
，
設
に
よ
・
9
て
生
ず
る
誤
差
が
此
の
相
野
す
る
ニ

観
測
所
の
初
期
微
動
に
は
相
殺
せ
ら
れ
て
一
様
な
る
も
の
と
な

b
得
る
と
考
へ
ら
る
べ
し
。
乙
の
様
な
考
へ
か
ら
嘗
て
大

正
十
一
一
年
四
月
放
の
気
象
集
誌
に
詑
せ
る
如
く
震
源
に
相
封
す
る
震
源
の
廻

b
の
観
測
所
が
出
来
る
だ
け
震
源
か
ら
の
距

八

') 



。
八
ニ

離
が
相
等
し
い
様
な
観
測
所
を
選
ん
で
各
の
観
測
所
の
初
期
微
動
の
長
さ
の
比
に
よ

b
℃
、
そ
り
二
つ
の
観
測
所
問
の
距

ロ
・
匂

離
を
内
分
し
、
其
内
分
鮎
の
軌
跡
を
地
図
上
に
求
む
、
日
疋
れ
は
初
等
卒
面
幾
何
℃
よ

b
て
容
劾
く
何
日
則
川
引
に
よ

b

て
作
闘
3
れ
、
叉
こ
の
計
算
は
計
算
尺
を
使
用
す
る
乙
と
に
よ
A
Y

て
極
め
て
速
に
見
出
さ
る
ぺ
し
(
こ
、
に
R
は
内
分
知

の
軌
跡
を
畜
く
可

3
国
の
牛
径
の
長
3
、
D

U
は
二
観
測
所
問
の
距
離
を
、
そ
の
二
つ
の
観
測
所
の
初
期
微
動
の
長
さ
に

比
例
し
℃
分
ち
た
る
各
距
離
、
乙
の
様
な
考
が
確
賞
、
代
正
し
い
‘
喜
一
で
は
な
い
と
と
に
深
さ
の
充
分
に
大
な
る
地
暦
に
殺
せ

し
地
震
に
関
し
て
は
充
分
議
論
の
徐
地
が
あ
る
事
を
ゐ
断
，
り
す
る
)
さ
℃
此
の
考
へ
か
ら
震
、
泌
を
出
し
℃
み
る
ゐ
御
多
考

ま
で
に
下
の
表
を
御
覧
に
入
れ
る
。
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一月二日五時五十八分頃の地震 (第一国参照)

観測所名(初期微動ノ長サ〉 観測所問ノ距離 軌跡ノ字経(R)

(市)一間) 98 67 

(約一(部) 70 
;:> 

151 

開)一(桝) 137 72 

一月九日五時五十二分頃の地震

(栴)-(君主) 137 勾D

(慨)-(問) 195 380 

(的-(鰐) 115 330 

(約一(賠) 205 382 

恨め-(明) 174 180 

(幣ト(鰐) 98 600 

(税)-(然) 80 .200 

一月十一日十九時四十七分頃の地震

(君主)ベ的 137 562 

八 (部)-(喜志釘) 98 340 

(常)-(~~ 60 148 

一月十九日十九時十八分頃の地震

(相)-(繋) 98 129 

1 



(間一(告発ト
.ミ

60 

(七日ト(桔) 100 

間)-(明 77 

(部)-(杭) 137 

一月九日十三時丹十五分頃の地震

代秀)-(釘) 98 

(~~)-(水戸)6、尽7 )-¥ 11. 5 10C) ， 

間)一(税) 70 

(明)-(幣) 60 

(管支ト(担) : 77 、白

a 

(部卜(~禁) 137 

(市)-(空空) 100 

一月九日十六時一分頃の地震

(熊谷)-(銚子) 137 
d 

12.7) ¥10.8 

(水戸)_.(東京)
9.3一一-¥20.0

100 

(杭)-(諸君) 68 

(百九)ー(前) 110 

一月廿四日十七時廿七分頃の地震 4

(常ト(恐) 100 

246 
、、 1

830 

132 

177 

84 

90 

-， 
一 302

4Q 

1480 
， ， 

ー一一100.
J 

----31Q 

423 
』 ・ー 一

119 

330 

一660

・F・v

17δ/ 

八
四



八五

8 

(明一昨) 98 126 

(23究)一円月)
句 F ーa一、4 

88 60 

間ト(呪) 77 493 

(明-(柏) 137 00 

(セ月)-(号究) 100 500 

一月十四日九時頃

(出)ー(制
、

95 '. 77 

(開恒例 256 526 

(望号ト(部) 195 280 

(開)一間) r-1 20-1 690 

(前橋)+(銚三) 170 270 
9.7ーヶー 13

(鉱)L(新)¥ 
、

、

138 137 

(新)-'.(駒 60 450 

代秀)ー(物) 100 416 

間一(明) 100 1250 

(新ト(株) 70 305 

(考古十(新) 68 ]92 
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八
八

是
の
表
の
佐
を
以
て
地
国
土
に
固
弧
を

番
く
と
き
は
附
闘
第
一
園
ノ
一
、
二
及
び

乃/

二
の
如
く
に
し
て
是
等
の
震
源
が
正
し
位

置
を
示
す
も
の
唱
と
し
て
其
れ
と
第
一
表
の

間一第

ら
れ
た
る
閥
宮
技
師
の
其
著
「
日
本
に
於

け
る
地
震
倖
橋
一
速
度
」
に
於
て
論
ぜ
ら
れ

一
月
十
四
回
九
時
'
此
索

各
観
測
所
に
於
け
る
初
期
微
動
縫
諸
問
時
間

唱
と
の
関
係
を
固
に
現
し
て
と
第
二
闘
の
如

ぐ
に
な
る
。
命
大
森
先
生
の
近
地
々
震
の

賃
験
会
式
を
此
の
固
に
入
れ
て
御
覧
に
入

F
/
 

一一一

/¥ 
/ 

/ 

/ 

/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

れ
る
、
日
疋
れ
等
の
問
題
に
閲
し
て
は
鞠
近

地
震
皐
上
に
一
大
進
歩
と
革
命
と
を
輿
へ

た
る
如
く
、
初
期
微
動
さ
震
源
距
隊
と
の

関
係
の
如

3
は
恐
く
は
一
般
公
式
に
て
現

す
と
な
ら
ば
、
ぞ
れ
の
値
は
徐
程
の
大
略
を
一
不
す
之
と
に
過
ぎ
な
い
撲
に
考
へ
ら
る
。

ノ， 



£
J
 ，f

 

初
期
微
動
ノ
長
す

-
〉
ヤ
/

J
A不

八
九

.45 

zo 

/0 
，，/ 

/ 
/ノ

/式

/ ちく
/ >く.

ッえ• 

• メ
〉く〉く

ずグメ
ヲ仁 .， . 

22条
.メ . 

• 
.>ガ♂.

，/，. " 
/ ノ /'/ 

//  / ./ 
/' /" 

/ / 

閏 第

λ 

• 

X 
〉く

X × 

.~会 • 
フえ

〉令 メ • 
〉×くメ

~邑

• 
@ 

• i-.. 
メ

一一1-...-1

50  JCo m 
震源距離



九
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第
二
固
に
就
い
て
・
は
本
州
地
形
の
弧
に
直
角
の
方
へ
の
向

3
へ
初
期
微
動
の
停
搭
に
し
て
×
は
本
州
の
弧
と
卒
行
の

向
き
へ
停
蓬
せ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
是
れ
等
の
座
標
を
時
間
の
軸
に
貼
線
に
於
て
一
不
す
如
く
に
交
ら
し
れ
U

る
と

3
は

一
二
秒
乃
至
八
秒
附
近
に
於
て
相
A
口
ふ
可
し
、
日
疋
れ
も
し
寅
際
に
於
て
A
口
腔
と
せ
ん
か
震
源
が
任
意
観
測
所
の
直
下
に
あ

b

と
し
て
も
其
初
期
微
動
絵
緩
時
問
、
尚
三
秒
乃
至
八
秒
を
有
す
る
事
と
な
る
。
是
れ
に
よ
れ
ば
初
期
微
動
総
緩
時
聞
と
震

源
距
隊
と
は
近
地
々
震
に
て
は
恐
ら
く
は
更
に
震
源
の
深
さ
と
の
関
係
を
も
考
へ
に
入
れ
て
論
ず
可
主
事
重
大
に
し
て
且

つ
必
要
な
る
事
項
な
る
可
し
と
考
へ
ら
る
。
こ
の
震
源
の
深
3
の
影
響
の
最
も
格
段
な
る
を
示
す
一
例
を
下
に
掲
げ
ん
に
の

そ
の
最
近
の
例
の
一
つ
は
本
年
三
月
廿
r

七
日
十
三
時
十
八
分
廿
一
秒
六
(
東
京
後
震
時
)
に
殺
せ
し
地
震
に
し
て
戚
受
あ

b
し
は
宇
都
宮
、
一
臓
島
牒
白
河
及
小
名
演
、
千
葉
騒
浦
安
等
微
震
に
し
て
是
れ
が
初
期
微
動
の
長

3
の
各
測
候
所
観
測
値

は

沼
涼

七
十
七
秒
八

大
阪

七
十
七
秒
四

長
野

入
十
五
秒

和
歌
山

七
十
一
秒
五

札
幌

百
四
十
一
秒

に
し
て
単
純
に
乙
の
観
測
値
を
の
み
唯
一
の
玉
章
ご
し
て
震
源
を
求
め
得
可
さ
に
北
ず
、
此
の
地
震
の
東
京
に
於
け
る
ク

七
十
四
秒
八

熊
谷

十
二
秒
九

前

様

十

六

秒

八

銚
子

七
十
七
秒
入
，

津

鹿
児
島

八
十
七
秒

布
良

高
田

七
十
四
秒
。

甲
府

新
潟

入
十
二
秒

東
尽

七
十
三
秒
二

七
十
六
秒

七
十
二
秒
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へ

Y

ト
地
震
計
の
詑
象
は
共
初
期
微
動
の
振
幅
著
し
く
小
に
し
て
然
か
も
其
他
地
総
時
間
は
甚
し
く
長
し
恐
く
は
是
れ

忌
辰
源
が
極
め
て
深
所
に
在
b
し
も
の
と
の
憶
説
す
る
事
に
よ
り
て
多
少
の
説
明
を
符
べ
き
か
。
果
し
て
然
る
こ
と
が
多
少

島
一
術
的
に
も
断
言
す
る
乙
と
を
得
と
す
れ
ば
其
震
源
の
如
き
を
決
定
す
る
に
念
々
一
層
の
.
困
難
を
生
じ
、
深
3
を
考
へ
に

入
ゐ
る
L
乙
と
の
極
め
て
必
要
な
る
之
と
冶
な
る
。
或
は
叉
震
度
に
よ
A
Y

て
震
源
を
定
h
u

る
の
一
方
法
も
あ

b
と
せ
ん
も

地
質
及
び
地
形
の
複
雑
な
る
地
に
於
て
は
元
よ

b
其
震
度
の
如

3
千
特
使
に
し
て
一
律
で
は
な
い
。
即
も
其
地
を
構
造
す
る

日
以
鵠
と
地
質
と
は
一
段
々
私
共
観
測
者
に
震
源
の

5
2
5ご
日
点
。
さ
も
申
す
可

3
も
の
を
迫
ふ
の
徒
惨
を
な
さ
し
め
ら
る

L
こ
ご
あ

b
。
一
見
に
初
動
の
方
向
と
震
源
位
置
と
の
関
係
を
、
之
の
九
つ
の
地
震
に
つ
い
て
調
ぺ
て
み
れ
ば
(
第
一
国
を

参
照
致
し
て
)
矢
の
賀
線
は
初
動
の
方
向
と
其
の
大
さ
(
ぺ
ク
ト

Y
)

を
一
不
す
、
日
疋
れ
等
の
初
動
は
何
れ
も
極
め
て
明
瞭

に
現
れ
し
も
の
み
を
採

b
少
し
で
も
鮮
明
を
欠
(
も
の
は
略
省
せ

b
。
此
の
震
源
に
し
て
果
し
て
大
韓
に
於
て
誤

b
少
し

ξ
せ
ば
初
動
の
方
向
と
震
源
位
置
と
の
如

3
関
係
は
近
地
々
震
に
て
は
一
様
に
論
ぜ
ら
れ
る
ぺ
き
で
な
い
様
で
あ
る
。
初

動
方
向
が
全
く
震
源
を
指
さ
な
い
と
は
断
言
せ
ず
第
二
国
に
於
て
も
確
貨
に
震
源
を
指
示
し
て
ゐ
場
合
も
多
少
は
あ
る

が
、
多
く
の
も
の
は
甚
し
く
其
向

3
を
異
ら
し
め
て
ゐ
る
。
殊
中
其
震
源
が
}
近
距
離
に
あ
る
場
合
ー
は
其
偏
度
の
若
し
い
事

が
明
で
あ
る
、
此
の
如

3
偏
hJ
が
間
半
に
器
械
的
誤
差
の
み
と
見
倣
す
と
と
は
徐
A
Y

に
許
し
難
き
大
き
で
あ
る
。
前
記
九
つ

の
地
震
に
於
け
る
卒
均
初
動
偏
差
を
角
度
に
現
は
す
、
即
ち

東

.;'j{ 

偏
差

五
十
九
度
三

九



布

良

九

百
C
七
度

六 七
十.十
四九
度度

--ノ、

六
十
四
度

四
十
一
度
六

二
十
度
七

L
」
な
る
(
震
源
さ
十
度
以
内
の
偏
角
は
偏
差
零
左
致
し
ま
し
た
)
私
共
観
測
者
が
地
震
が
あ
っ
た
場
A
口
、
世
間
の
要
求
に

二
十
五
度
五

銚

子

止
な
を
符
ず
成
る
可
く
急
速
に
震
源
な
ぜ
」
を
接
表
す
る
乙
ξ
の
義
務
を
有
す
と
せ
ば
現
在
は
貨
に
こ
の
初
動
の
方
向
と
初

横

j賓

期
微
動
の
長
さ
と
に
擦
る
の
外
他
に
速
の
方
法
の
な
い
の
で
あ
る
。

沼

津

叉
多
少
向
車
問
的
に
説
明
も
附
け
ら
る
こ
司
乙
で
あ
る
で
あ
ら
ん
が
寧
ろ
水
平
動
主
要
動
に
於
け
る
振
動
の
方
向
が
震
源
と

大
憶
に
直
角
を
な
す
事
に
よ

b
て
営

b
が
附
け
ら
る
、
様
で
あ
る
。
殊
に
主
要
動
の
初
動
(
表
面
波
の
初
動
)
が
瞭

b
し

71< 

戸

た
場
A
口
は
殊
に
大
健
の
見
営
が
的
け
ら
れ
る
様
て
あ
る
。
第
一
周
の
結
線
の
矢
は
主
要
動
初
動
の
ぺ
ク
ト

Y

に
L
て
皆
な

b
也
H

A
円
H

谷

大
憶
に
於
て
震
源
の
廻

b
に
直
角
を
な
し
て
ゐ
る
。
日
給
は
表
面
波
の
初
動
が
尤
も
明
か
に
現
れ
し
例
に
し
で
沼
津
測
候

目リ

橋

所
の
御
好
意
、
に
よ
A
Y
轄
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
闘
は
以
上
の
震
源
を
一
つ
に
集
め
た
も
の
で
闘
に
よ
れ
ば
前
代
迷
ぺ



間三第

(震地るけ於に世近と跡、震るけ於に近最)

@
熊
谷

し
如
く
東
京
総
形
長
軸

ω
方
に
震
源
の
集
ら
が
多
少
線

肢
を
な
し
て
居
る
、

そ
し
て
叉
其
後
盛
ん
に
活
動
致

し

τゐ
る
地
震
の
大
部
分
も
叉
東
京
湾
附
近
か
ら
鬼
恕

川
、
霞
ヶ
浦
の
方
面
に
あ
る
こ
さ
を
一
不
す
。
想
起
せ
ば

守
っ
て
紳
奈
川
騒
測
候
所
長
と
し
て
令
聞
の
あ
b
し
故

朝
倉
技
師
が
相
模
大
地
震
以
前
よ

b
常
々
相
模
及
び
某

湾
に
度
々
活
動
せ
る
強
弱
の
地
震
を
需
に
響
戒
せ
ら
れ

て
某
著
「
紳
奈
川
燃
の
地
震
」
及
び
「
相
模
附
近
の
地

震
報
告
」
な
る
二
冊
の
報
文
を
公
に
せ
ら
れ
た

b
。

東
京
協
同
ご
之
を
連
結
す
可

3
比
の
地
方
は
、
近
く
は
明

被
害
ど
典
へ
し
強
震
‘
}
近
〈
は
大
正
ム
l

年
十
二
月
入
日
二
十
一
時
コ
二
分
三
十
入
秒
九
の
千
葉
印
施
都
下
、
千
葉
市
街
‘

治
二
十
七
年
六
月
二
十
H
午
後
二
時
四
分
十
秒
東
京
に

ぴ
神
奈
川
勝
下
に
損
害
を
生
ぜ
し
強
震
等
、
(
第
三
国
会
照
)

茨
城
駁
龍
ヶ
崎
等
に
損
害
を
奥
へ
し
強
震
、
翌
大
正
十
一
年
四
月
廿
六
日
十
時
十
一
分
三
十
六
秒
、
東
京
市
街
、
房
総
及

比
白
て
此
の
東
京
湾
長
軸
と
同
じ
ょ
す
る
筋
係
の
地
に
そ
の

一
震
源
を
有
す
、
安
政
の
江
戸
の
地
震
も
亦
こ
の
筋
伎
の
域
に
起
れ

b
と
臨
も
之
れ
叉
大
規
模
の
地
震
と
・
栴
す
可
き
に
非

九



九
四

ず
、
地
震
後
生
地
域
に
於
て
某
の
地
方
の
安
定
か
否
か
の
見
倣
し
方
に
二
様
あ
る
ぺ
し
と
憶
測
せ
ん
か

却
も

一
、
強
弱
震
が
屡
々
後
し
℃
次
第
に
其
の
地
殻
の

mm
鈷
を
充
た
し
漸
次
に
安
定
約
合
の
朕
態
に
透
す
。

臼
疋
れ
に
反
し
て

一
一
、
共
の
地
域
が
す
で
に
若
し

3
不
約
会
の
股
態
に
あ
る
が
魚
め
に
屡
々
強
弱
震
を
後
し
是
れ
に
よ

b
℃
現
今
は
辛
う
じ

て
姑
息
の
約
A
口
を
保
す
る
も
格
段
に
は
基
本
的
街
A
口
を
破
り
大
地
震
を
殺
生
す
る
の
順
序
に
到
達
す
べ
し
。

東
京
湾
附
廷
の
地
震
の
如
会
も
蓋
し
充
分
調
査
研
究
に
債
す
べ

3
と
信
ず
る
も
の
な

b
。

一
昨
年
の
相
模
大
地
震
の
如

き
大
地
震
後
に
於
て
は
其
地
方
は
暫
く
安
定
を
待
ぺ

3
も
強
弱
震
の
小
規
模
の
震
源
が
例
へ
共
他
に
腫
を
援
す
ご
擁
も
必

ヂ
し
も
安
定
な

b

E
断
言
し
得
、
ぎ
る
は
賞
者
の
言
を
侯
た
ゴ
る
ぺ

3
な

b
。

季最

コ

ロ

の

搭

お」

方

就

て

岡

田

武

松




